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製品紹介 

1～3.5ton 系エンジン式フォークリフト「LEO NXT-V」製品紹介
Engine Powered Forklift Truck 1- to 3.5-ton Series “LEO NXT-V” 
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小松フォークリフト㈱の主力製品である 1～3.5ton 系のエンジン式フォークリフトの収益改善と日米欧中での

生産・世界市場への導入（海外としては 10 年ぶりのモデルチェンジ）を主要な狙いとし，従来車（LEO NXT）で好

評な信頼性，技術革新，意匠デザイン（「2002 年度グッドデザイン賞」，「第 33 回機械工業デザイン賞（最優秀賞）」

等を受賞）を継承・発展させて LEO NXT-V（レオ ネクスト ブイ）シリーズとして開発したので，その概要を紹介

する． 

 
The LEO NXT series has enjoyed a good reputation for reliability, technical innovation and good design (winners of 2002 

Good Design Award by the Japanese Government and a grand prix of the 33rd Machine Industry Design Award).  As a 
successor series of the LEO NXT for engine powered forklift trucks in the class of 1 to 3.5 tons, LEO NXT-V (Leo Next-V) 
has been developed by further refining the former series to improve earnings, in order to start production in Japan, the United 
States, Europe and China and to enter the global market representing the principal products of Komatsu Forklift Co.  The 
model change is the first model change in ten years in the overseas market.  An overview of the new series is presented 
below. 

 
Key Words: エンジン式フォークリフト，LEO NXT-V シリーズ，コンパクト 3.5 トン車，パワーラインフロート，

デュアルフロート化，視界性，ISO369-1 安全規格，OPS機能，Komatsu Advanced Power SteeringⅢ，3D-CAD 
 

1．はじめに 

環境，安全の関心と要求はフォークリフトに対しても

全世界的に高まっている． 
また，日本市場でもフォークリフトの動力はすでに約

50%がエンジンからバッテリに切り替わっているが，パワ

ー，稼働時間，取り扱い性，価格等の面で依然としてエ

ンジン車への根強い需要があり，当社の収益の柱でもあ

る．これらの状況を踏まえて今回開発の NXT-V シリーズ

は，①エンジンに起因する振動・騒音・燃費の改善を図

るため，このクラス初のエンジン・ミッション部分と運

転席部分をそれぞれに保持するデュアルフロート方式を

採用，②改定作業中の ISO/DIS 3691-1 の安全機能の先取

り，③全社的なサイマル活動等によりその目標を達成し

ている． 

シリーズの機種系列は，前のモデルから採用したバッ

テリ車並のコンパクト車（109 シリーズ：車幅 1090mm）

は継承したうえで，2ton 系格上機種としてのコンパクト

3.5ton 系を加えて従来よりも少ない 38 機種のラインアッ

プで，ほぼ同時に国内・海外市場への導入を図った．代

表機種は 1～1.75ton，2～3ton，2ton 系コンパクト，コン

パクト 3.5tonの 4タイプで，その外観写真を 1～4に示す． 

2．開発の狙い 

（1） 国内・海外統一コンセプトによる，日米欧に中国

を加えたグローバル化に対応できる製品とする． 
（2） 従来車 LEO NXT の市場で評価を得た良さを継承

し，更に新技術による他社との差別化を図る． 



 

   
 写真 1 1ton 系標準車（AX） 写真 2 2ton 系コンパクト車（BX109 シリーズ） 

   
 写真 3 2ton 系標準車（BX） 写真 4 コンパクト 3.5ton 車（BX） 
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① 「運転席フロート」＋「パワーラインフロート」

でのデュアルフロート化および「サスペンション

付シート」によるエンジン振動・走行振動の低減 
② 新レール断面採用による前方視界の向上 
③ 改定作業中の ISO/DIS3691「フォークリフトの安

全規格」の先取り対応 
（3） 品質と同時に市場での価格競争力に耐え得るため，

20％の原価低減し，収益性の向上を図る． 

3．機種系列 

今回の開発では，コンパクト 3.5ton を加える一方，少

量生産機種の統廃合により従来車に対して，「NXT-V 38
機種」と機種数を抑えつつ，ユーザニーズに対応できる

バリエーションを増やした（表 1）． 

表 1 機種系列と搭載エンジン一覧 

 

4．外観デザイン 

好評であった従来車（LEO NXT）の外観品質を落すこ

となく，グローバル生産対応を狙って，基本デザインを

継承した上で，よりシャープで力強いデザインに仕上げ

た（写真 5）． 

5．主な特徴 

5.1 低振動化 

フォークリフトにおいては，稼動環境面からノーパン

クタイヤの装着率が高い．そこで従来車においては，運

転席部分をフロートし，主に走行振動を抑えることを小

松リフト車の特長としていた．しかしながら，市場の低

振動化への要求は増々高まり，エンジン振動，マスト振

動等を更に抑えるため，今回の開発は，エンジン＋T/M も

フロートとするこのクラスでは，業界初の本格デュアル

フロートを採用することで他社製品との差別化を図った

（図 1）． 
 

 
図 1 デュアルフロート 

 

：最大荷重(ton)

小特車 ｶﾞｿﾘﾝ車

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車

標準車 ｶﾞｿﾘﾝ車
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ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車 ◇ ◇ ◇

ｺﾝﾊﾟｸﾄ車 ｶﾞｿﾘﾝ車

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車

(1)×：廃止機種
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 ● 34.5 { 47 }

K25 4D94LE

4D98E

▲

■

◇

4D92E
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（1）パワーラインフロート 

マウントの設定に当たっては，モーダル解析（図 2）に

よるシミュレーションと先行研究車による実機での確認

を幾度となく実施し，小松リフト独自のユニークな防振

と支持剛性を有した 3 点マウント方式（PAT 出願中）を実

現した（図 2）．この方式は，エンジンとミッションのロ

ール中心付近を前側 1 点のマウントで硬く支持すること

で，上下・左右（走行・旋回）方向のピッチング・ヨー

イングを抑えつつ，後マウントは軟らかくしたまま支持

することによりロール（エンジン振動）方向の振動を抑

えることができる．また，ミッション近傍 のスペースを

確保できるというメリットがある（図 3）． 
 

 

図 2 マウントの最適化解折 

 

 

図 3 パワーラインフロート 

本パワーラインフロートの採用による定置でのハンド

ル振動，フォーク振動の低減効果をそれぞれ図 4，図 5 に

示す． 
（2）キャブフロート 

LEO NXT で改良を加えたキャブマウントを踏襲し，オ

ペレータシートに更に改良を加えたことにより，従来車に

対し走行振動レベルを 40%低減することができた（図 6）． 
 

 
図 4 定置ハンドル振動 

 

 
図 5 フォーク振動 

 

 

図 6 走行振動レベル比較（EN13059 走行振動テストによる） 

 

写真 5  外観デザイン 
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5.2 パワートレイン 

前述の低振動化達成のため，従来のバックボーンタイ

プに対し，トランスミッション～ドライブアクスル間に

ユニバーサルジョイントを設け，エンジン振動の車体伝

播を防止する構造を採用した．そのため，ミッション全

長を短縮する必要があり，クラッチパックの縦配置等大

幅な構造変更を実施した．その構造比較を図 7 に示す． 
一方，コストについてもケースのアルミ化・ハブ／ド

ラム一体化等の織込みによる改善で，全体の原価改善に

大きく寄与している． 
5.3 低騒音化 

プレス成型ヘッドガードによるオペレータ頭上の覆い，

ミッションケースのアルミ化，ヒート改善のためのファ

ン風量アップ等，低騒音化への背反がある中，試作車で

の寄与量解析結果から， 
① 冷却風流れの最適化 
② エンジンルーム密閉強化による遮音 
③ 吸気音低減 
④ 油圧振動のカット 

を織込むことにより，オペレータ耳元騒音は他社レベル

以下を確保した． 
従来車より，エンジンへの吸気はヘッドガードの後脚

から取り入れているが，この吸気口がオペレータ耳後方

に位置し，オペレータ耳元騒音に寄与していることから，

吸気路のサイドブランチを用いた吸気音低減を図った

（図 8）． 
5.4 ISO/DIS3691-1 安全規格（離席時の安全）の先取り 

ISO/DIS3691-1（2007 年発行予定）では，フォークリフ

トの機能としてオペレータが正常な運転操作位置にいな

い時の動力走行・荷役操作停止が要求される．NXT-V 車

においては，本 OPS（Operator Presence Sensing）機能をい

ち早く取り込み，更なる安全の先取りを実施した． 
搭載するコントローラはシステムの複雑化・コストの

大幅アップを避けるため，必要最小限の機能織込みとし

た．図 9 にその機能および操作のシステム図を示す． 
一方，乗降が頻繁なフォークリフトにおいては，乗降

性・居住性の向上がオペレータの疲労低減，ひいては安

全性の確保に繋がると考え，先の LEO NXT 車での改善に

加え，足元スペースの拡大・乗降時のアシストグリップ

の大型化により，更に乗降性の改善を図った． 
5.5 前方視界 

荷役・走行とフォークリフトの作業には，前方視界が

重要であることは言うまでもない．今回は，マスト内幅

を広げるためマストのレール断面を新規開発（図 10）し，

また，低圧側オイルの内部ドレーン式リフトシリンダの

採用（図 11）により，視界の妨げとなるオイルの戻りホ

ースを廃止し，従来車に対し，2 段マストで 6%，3 段マ

ストで 14%の前方視界向上を図った． 
 

 
図 7 パワーライン構造比較 

 

 

図 8 吸気音低減事例 
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図 9 OPS システム 

 

 
図 10 マスト 

 
 

 

     図 11 リフトシリンダ 

          （カヤバ抜報 第 24 号 2002-4 より抜粋） 

 

5.6 ステアリング 

従来車で採用のクローズドタイプのセミインテグラル

方式に対し，全油圧（FHPS）方式を採用，機械系のリン

クを廃止することにより，エンジンルームの密閉性を向

上するとともに，メンテナンス性の向上および性能向上

を図った． 
一方，全油圧式での弱点であるオービットロール内部

洩れによるステアリングホィールとタイヤの「ずれ」に

ついては，専用のコントローラにより「ずれ」を補正す

る機能を備え，操作上は従来車と同様に，違和感のない

ものにした．補正方法は，オペレータに補正の違和感を

与え難いプラス補正（流量調整）方式（KAPSⅢ）とした． 
KAPSⅢ（Komatsu Advanced Power Steering Ⅲ）の構造・

機能および性能比較をそれぞれ図 12，図 13，図 14 に示

す． 
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図 12 ステアリング構造 

 

 

図 13 ステアリング機能 
 

 

 

図 14 ステアリング性能比較 

 

 
5.7 信頼性 

（1）ヒートバランス 

ヒートバランスは，騒音・外観等とのトレードオフの

面があり，難しいテーマである． 本開発においては CAE
流れ解析により，エンジンルーム内の風の流れをシミュ

レーション解析し，ウエイト開口部等の改善を早期に織

込むことができた．解析のモデル例を図 15 に示す．  

図 15 ルーム内エア流れ解折 

ＮＸＴ(従来車)ＮＸＴ－Ｖ

両ロッド式シリンダ

フィードバックリンク

油圧配管

ピットマンアーム

ベルクランク

油圧配管

両ロッド式シリンダ

後輪タイヤ角検出センサ

ハンドル角検出センサ

コントローラ
電磁弁
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6．コンパクト 3.5ton 車 

年々，物流の効率アップが図られていく中，1 パレット

当たりの重量の増加，2 パレットの同時運搬作業等が増加

傾向にある．また，3ton 車クラスが稼動する狭い現場，

あるいは，製紙業界で使用されるロールクランプ等アタ

ッチメント装着車の作業でも，荷物の大型化のため積載

能力アップが要求されている． 
3.5ton 車は，上位シリーズ（3.5～5ton 車）で設定され

ているが，これら市場の要求に対応するため，コンパク

ト 3.5ton 車を新たに，シリーズに追加した． 
車両のコンパクト性を生かし，狭い作業現場でも効率

良く，かつ安全な仕事がこなせる車両として設定した

3.5ton 車の主要性能を表 2 に示す． 
 
 
 
 
 

表 2  FD35A 主要スペック 

 
7．原価低減活動 

開発の狙いのひとつである収益改善のため，本開発にお

いては，表 3に示すように全社的活動で望んだ．結果とし

て，当初の目標である直接原価 20%低減には及ばなかった

ものの，鋼材値上げ等の外的要因を除き，ほぼ目標を達成

することができた．その改善事例を図16に紹介する． 
 

表 3 原価低減活動 

 

機　　種 FD30 FD35A
最大荷重     (Kg) 3,000 3,500
ロードセンタ 500 500
エンジン
ホィールベース (mm) 1700 1700
全　　幅 (mm) 1255 1290
旋回半径 (mm) 2370 2480
全　　高 (mm) 2090 2110
リフトスピード(mm/sec) 540 490
車　　速 (Km/H) 19.5 19.5

570
19.5

4ton系ベース

3,250 (3,500)
600 (500)

4.2L
1800
1350

FD33

2530

4D98E(3.3L)

2ton系ベース

2150

＜方策＞ ＜実施事項＞
①

 社長直轄の専任プロジェクトチーム  ･若手技術者による固定観念に捕われない
 による初期活動   バリヤフリーの案出し

②
 パワートレインはコマツ協力による
 プロジェクト活動、協同開発
    トランスミッション、ドライブアクスル    車体設計との連携プレー

③
 サイマルグループ設置による開発部門強化  ･目標達成状況のディリー管理、刈取り
 テーマ別懸案事項のフォロー徹底   案画など繰り返し議論による効果拡大
    設計／購買一体活動

④

    グローバル化 ⇒ 日・米・欧・中の総台数効果    エンジン、トランスミッション、樹脂部品、大物プレス品

⑤

　　　一方では、共通化しない    フレーム、リヤアクスル、ドライブアクスル

⑥
 ･生産性指標による進度管理
 ･コマツ生技研との生産性検討
 ･先端技術の採用、軽自動車分解調査
   ハブの一体化、ケースのアルミ化
  STバルブ、オペレータシート

⑦
 ･生産工程調査
 ･無駄のない設計

　　　　生産部門の自発的解決と設計一体化    ウエイトのパテ廃止、ペタルＢＫＴ一体化

  工場・協力企業との協同設計作業

　　　 自動車技術、メーカとの共同開発、

  各種情報による目標設定

 ･駐在専従メンバー活動による効率アップ

  Lindeグループとの協業による数量効果

  共通化／最適設計  ･強度部位：車格に合わせた専用設計

 ･同一コンポーネント採用
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図 16 コスト改善事例 

8．3D-CAD の活用 

グローバル開発体制の確立，開発期間の厳守を目指し

て 3D-CAD を核に，各種ツールを導入，開発の効率向上

に取り組んだ．主な項目と期待効果は次のとおりである． 
① DR（Design Review）ルーム活用 

3D 画面を活用し，設計と製造部門のコラボレーション

を実現．試作出図前に不具合を摘出し，試作組立時の指

摘件数を従来の半分に減らす（写真 6）． 
 

 

写真 6  3D スクリーンによる DR 

 
② 簡略図と 3D データでのものづくり 

ビューワソフトを社内および協力企業に導入促進．

3D-CAD 本体未導入の協力企業においてもビューワによ

る事前検討が実施できた． 
③ 3D データと 3 次元測定器での検査効率アップ 

非接触 3 次元測定器の実測データと 3D-CAD データの

照合で，樹脂およびプレス成型品等の検査精度のアップ

と工数の削減を実現（写真 7）． 
 

 

写真 7  非接触 3次元測定器による検証 

 
9．おわりに 

2002 年に国内向けに発売し，好評を得た LEO NXT を

ベースに更に居住性の向上を狙い，世界同時に市場導入

を図った今回の NXT-V 車であるが，まもなく導入 1 年を

経過する今，狙いの低振動をはじめ，市場での評価を受

けている．環境問題が叫ばれている昨今，エミッション

への規制も年々厳しくなってきている． 
いかにクリーンで，低騒音・低振動・低燃費を実現す

るかが，我々エンジン式フォークリフト開発者へ与えら

れた使命と考え，常に顧客第一主義に徹した活動を展開

していきたい． 
 

NXT-V 低減率 NXT(従来車)
・フルフロート構造 24% ・バックボーン構造
　　U/Jの配置により、Eng-T/Mをフロート 　　Eng-T/M-前車軸が一体

パワー
トレイン ・T/Mの共通化により、ALケースの採用

フレーム ・パワートレインの軸管を強度部材として活用 24% ・前廻り剛性アップの補強部品
・球面ブッシュの廃止
・フレーム前クロスメンバの簡素化

・曲げ加工による外板のシンプル化 ・プレスフォーム外板

Engine

PTO

M/V

T/M
T/C

D/A
PTO

EngineM/V

T/M T/C

D/A
U/J
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